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③ 
教義をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。(町民忠章より )

「おかあさん」みてくれだけ 昭和54年

菊かある文化の日 (11月3日〉今金幼稚園

のお遊戯の会ガ、同国でにぎやかに繰り広げ

られご我ガ子の成長M ぶりをお白さんらは喰

い入るようlこ見つめておりましだ。
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積
雪
寒
冷
地
冬
期
雇
用
促
進
給
付

j
J

轟轟韓盤騒騒麓鶴覇謹

制
度
を
活
用
く
だ
さ

給
付
金
額
も
大
幅
に
ア

冬
の
訪
れ
と
と
も
に
季
節
労
働
者
の
就
労
対
策
が
緊
急
の

問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
労
働
省
で
は
、

一
昨
年
新
設

し
た
「
積
雪
寒
冷
地
冬
期
雇
用
促
進
給
付
金
」
制
度
の
支
給

金
額
を
本
年
度
も
大
幅
に
引
き
上
げ
、
制
度
の
積
極
的
な
活

用
を
呼
ぴ
牢
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
北
海

道
な
ど
気
象
条
件
の
特

に
厳
し
い
精
密
寒
冷
地

に
お
い
て
、
冬
期
間
建

設
事
業
等
の
屋
外
作
業

を
行
、
っ
事
業
主
が
、
積

雪
や
雌
し
い
寒
さ
に
よ
り
事
業
を

一

時
休
止
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

働
く
労
働
者
は
そ
の
問、

失
業
を
余
儀

も
く
さ
れ
て
ま
す
。

こ
れ
ら
の
季
節
労
働
省
内
冬
期
雇
用

を
促
進
し
、
失
業
の
防
止
を
は
か
る
た

め、

雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
扇
用
改
普

事
業
の
一
抑
制
と
し
て
、
五
十
二
年
度
に

新
設
さ
れ
、
冬
期
雇
用
奨
励
金
と
冬
期

職
業
講
習
助
成
金
町
二
位
矧
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
度
今
金
町
で
は
一
一十
九
卒
業

の
二
百
ニ
イ
八
へ
の
労
働
者
が
支
給
対

、

に
お
い
て
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と
。

①
引
上
げ
前
内
定
年
内
適
用
を
受

け
て
い
た
者
で
あ
り
、
か
つ
引
上

げ
後
の
定
年
の
適
用
を
受
け
て
い

る
者
で
あ
る
こ
と
。

②
引
上
げ
前
の
定
年
に
よ
る
退
職

予
定
日
後
も
服
用
さ
れ
て
い
る
者

で
あ
る
こ
と
。

③
五
十
五
歳
以
上
六
十
四
歳
未
満

何
者
で
あ
る
こ
と
。

④
継
続
し
て

一
年
以
上
雇
用
さ
れ

て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

'v
受
給
で
き
る
傾
は
、
毎
年
十
二
月
末

日
に
お
い
て
該
当
す
る
労
働
者

一

人
当
り
年
制
二
十
七
万
円

(中
小
企

業
事
業
主
は
、

一二
十
六
万
円
)
で
す
。

(工
事
中
の
御
影
線
御
園
橋
)

象
と
な
り
、
一
千
七
百
十
三
万
四
千
円

の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
更
に
給
付
金
額
も
大
幅
に
ア
y

プ
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
車
業
主
は

お
も
に
建
恋
業
な
ど
屋
外
作
業
を
中

心
に
UHむ
七
業
概
に
つ
い
て

一
月

一
日

か
ら
一二
月
三
十
一
日
ま
で
の
附
に
季
節

労
働
者
(
対
象
労
働
者
)
を
十
日
以
上

雇
っ
た
事
業
主
に
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
、

ま
た
、
所
定
の
講
習
を
実
施
し
た
場
合

は
助
成
金
も
加
算
さ
れ
ま
す
。

対
象
業
種
は
、
林
業
、
建
設
業
、
採

石
業
、
セ
メ
ン
ト
製
品
製
造
業
、
粘
土

製
品
製
造
業
、
製
材
業
、
特
定
貨
物
白

継
続
雇
用
奨
励
金

こ
の
奨
励
金
を
受
給
で
き
る
の
は
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
雇
用
保
険
の

適
用
事
業
主
で
す
。

H
定
年
年
齢
が
労
働
協
約
ま
た
は
就

業
規
則
に
よ
り
、
六
十
歳
以
上
に
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ω
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者
を
雇

用
し
て
い
る
こ
と
。

①
昭
和
五
十
年
五
月

一
日
以
後
、

H
の
定
年
に
達
し
た
者
で
あ
る
ニ

シ」
。

②

H
の
定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら

七
日
以
内
に
当
該
事
業
主
に
再
び

品
用
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
ら

れ
た
者
(
定
年
退
職
日
に
お
い
て

そ
の
事
業
主
に
継
続
し

一
年
以
上

雇
用
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る
。)
で

警
察
だ
よ
り

一一

O
の
正
し
い
利
用
方
法

sお
ち
つ
い
て
、
正
し
く
か
け
よ
う

一
一
O
番
i

一
一
O
番
は
、
あ
な
た
の
声
肉
交
番

で
す
。
事
件
や
事
故
に

「あ
っ
た
ら
」

事
件
・
事
故
を
「見
た
ら
」
「
附
い
た
ら
し

す
ぐ
ダ
イ
ヤ
ル
一
一

O
番
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

一一

O
番
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど

効
果
が
あ
り
ま
す
し
、
お
ち
つ
い
て
正

し
く
要
領
よ
く
か
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

‘Y 
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動
車
運
輸
業

(専
ら
建
設
資
材
を
運
搬

す
る
も
の
)
の
七
業
種
で
す
が
、
建
具

製
造
業
担
製
造
業
、
建
設
用

・
建
築

用
金
属
製
品
製
造
業
で
建
設
現
場
に
お

い
て
据
付
作
業
を
行
う
事
業
主
は
建
設

業
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
制
度
の
対
象
事

業
主
と
な
り
ま
す
。

圃
対
象
労
働
者

十
月

一
日
以
降
指
定
地
域
内
向
指
定

業
種
か
ら
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

で、

一
月
三
十

一
日
現
在
で
雇
用
保
険

の
特
例

一
時
金
の
受
給
資
格
主
有
す
る

も
の
、
ま
た
は
対
象
期
間
前
か
ら
引
き

続
き
雇
用
さ
れ
‘

一
月
三
十
一
日
現
在

で
雇
用
期
間
が
六
ヶ
月
以
上
あ
る
も
の
。

圏
支
給
さ
れ
る
金
額

雇
用
し
た
日
数
に
ょ
っ
一
人
当
た
り

次
の
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

十
日
i
十
四
日

二一
万
四
千
円

十
五
日
i
一
一
十
四
日
六
万
八
千
円

二

十

五

日

以

上

十

万

二
千
同

右
の
日
数
の
う
ち
、
四
十
五
歳
以
上

町
方
で
二
十
日
以
上
の
部
習
を
実
施
し

た
場
合
は
一
人
当
た
り
、
一
万
四
千
円

の
助
成
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

右
の
回
数
は
道
の
最
低
賃
金
以
上
町
賃

金
が
支
払
わ
れ
た
日
に
限
り
ま
す
。

中
高
年
齢
者
の
雇
用
安
定
の
た
め
に

定
年
延
長

・

最
近
、
高
齢
化
社
会
的
急
速
な
進
行

に
よ
り
、
中
高
年
齢
者
の
雇
用
円
安
定

を
は
か
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
定
年

延
長
の
促
進
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
当
所
内
対
策
と
し
て
、

定
年
を
延
長
し
た
り
定
年
退
職
者
を
再

雇
用
す
る
卒
業
王
に
奨
励
金
を
支
給
し

て
こ
れ
ら
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
る
こ
と
。

③
当
該
卒
業
王
に
再
雇
用
さ
れ
た

日
か
句

一
年
以
上
継
続
し
て
雇
用

さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

④
再
雇
用
日
に
対
応
す
る
日
の
前

日
に
お
い
て
六
十
五
歳
未
満
の
者

で
あ
る
こ
と
。

'v
受
給
で
き
る
額
は
、

毎
年
一
月
一
日

か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
の
間
に
お
け

る
該
当
労
働
者
の
数
に
応
じ
、
労
働

者

一
人
当
り
、
年
傾
十
三
万
五
千
円

(中
小
企
業
事
業
主
は
十
八
万
円
)

で
す
。

受
給
の
た
め
の
手
続
や
、
こ
の
制

皮
肉
詳
し
い
こ
と
は
、
近
く
の
公
共

職
業
安
定
所
へ
。

中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金

。
公
衆
一也
話
機
等
の
種
類
と
一

の
か
け
方

。一

一
O
番
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
ら

。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
か
。

O
被
害
者
は
、
け
が
を
し
て
い
な
い

!刀
。
犯
人
は
設
か
人
相
は
、
服
装
は

O
犯
人
的
乗
っ
て
い
た
車
内
種
別
、

色

・
型

・
ナ
ン
バ
ー
は
。

O
ど
町
方
向
に
逃
げ
た
か
。

。
事
件
、
事
故
発
生
場
所
内
目
椋
は
。

な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
、

お
ち
つ
い
て
正
し
く
お
知
ら
せ
く
だ

O 
番 継

続
雇
用
の
奨
励
金
制
度

本
年
は
こ
の
奨
励
金
額
が
大
幅
に
増
額

(
昨
年
の
二
倍
)
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
年
延
長
奨
励
金

こ
閃
奨
励
金
を
受
給
で
き
る
の
は
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
雇
用
保
険
の

こ
の
制
度
は
、
中
高
年
齢
者
の
雇
刷

機
会
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

中
高
年
齢
者
を
履
い
入
れ
、
そ
の
雇
用

制
合
主
的
め
た
卒
業
主
が
対
象
で
す
。

V
支
給
対
象
事
業
主
は
、
公
共
職
業
安

定
所
内
紹
介
に
よ
り
中
年
齢
者
(
四

十
五
歳
以
下
五
十
五
歳
未
満
の
人
)

や
高
齢
者

(
五
十
五
歳
か
之
ハ
十
五

歳
未
満
の
人
)
を
常
用
労
働
者
と
し

て
雇
い
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
高

年
齢
者
円
雇
用
訓
合
を
高
め
る
事
業

玉。

V
支
給
額
は
パ
門町
齢
者

一
人
に

つ
き
事

業
主
が
支
払
っ
た

一
年
六
ヵ
月
分

ア
、
前
半

一
年
間
は
、
五
分
の
凹

(中
小
企
業
)
ま
た
は
五
分
の
三

(大
企
業
)

イ
、
後
半
六
ヵ
月
間
は
三
分
の
二

(中
小
企
業
)
ま
た
は
二
分
の

一

だ
さ
い
。

O
こ
の
こ
と
は
ぜ
ひ
お
知
句
せ
く
だ

示、ぃ
。

・
あ
な
た
の
住
帰

・
あ
な
た
の
氏
名

-
あ
主
た
が
お
か
げ
円
屯
話
番
号

。

一
一
O
番
へ
の
「
い
た
ず
ら
」
電
話

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

一一

O
番
は
、
事
件
や
事
故
な
ど
が

起
き
た
と
き
に
パ
ト
カ
ー
や
普
祭
官

が
一
刻
も
早
く
現
場
に
行
き
、
み
な
さ

ん
円
安
全
を
守
る
た
め
円
泣
話
で
す
。

い
た
ず
ら
電
話
は
、
み
ん
な
が
迷
惑

し
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

圏
支
払
申
請
書
の
提
出
期
限

( 2 ) 

=
一
月
十
六
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま

で
に
事
業
所
の
所
在
地
を
管
理
す
る
公

共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
支
給
申
請
の
手
続
き

助
成
金
対
象
者
は
講
習
開
始
予
定
日

町
二
週
間
前
ま
で
に
実
施
屈
の
提
出
が

必
要
で
す
が
、
奨
励
金
対
象
者
は
申
請

書
(
三
部
)
同
提
出
だ
け
で
支
給
さ
れ

ま
す
。
こ
の
際
、
雇
用
し
た
労
働
者
の

雇
用
保
険
の
特
例
一
時
金
受
給
資
格
者

証
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し

な
い
よ
う
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
的
皆
さ
ん
は
、
こ
の
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
、
季
節
労
働
者
向
冬

期
的
雇
用
と
生
活
円
安
定
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

適
用
卒
業
主
で
す
。

刊
当
該
事
業
主
の
定
年
が
、
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
定
年
が
労
働
協
約
ま
た
は
就
業

規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

②
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
以
後

に
お
い
て
、
定
年
年
齢
が
五
十
六

歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。

ω
定
年
内
引
占
け
以
後
、
引
上
げ
前

の
定
年
を
最
初
に
超
え
る
者
が
生
じ

た
年
か
ら
、
そ
の
者
が
引
上
げ
後
内

定
年
に
よ
り
退
職
す
る
年
ま
で
の
問

IIIII 

(
大
企
業
)
の
合
計
額
。

た
だ
し

雇
用
保
険
基
本
手
当
の
最
高
日
額
(

玉
、
四
六

O
円
)
の
四
五
O
日
分
が

限
度
と
な
り
ま
す
。

口

中
年
齢
一
人
に
つ
き
事
業
主
が

支
払
っ
た
賃
金
に
つ
い
て

ア
、
前
半
六
ヵ
月
間
は
、
五
分
の

四
(
中
小
企
業
)
ま
た
は
五
分
の

三
(
大
企
業
)

イ
、
後
半
六
ヵ
月
間
は

三
分
の

二

(
中
小
企
業
)
ま
た
は
二
分
の

一
(大
企
業
)
の
合
計
額
。

た
だ

し
、
雇
用
保
険
基
本
手
当
の
最
高
目

額
の
=
一O
O日
分
が
限
度
と
な
り
ま

す
。

V
受
給
の
手
続
き

中
高
年
齢
者
を
庖

い
入
れ
た
日
か
句

一
ヵ
月
以
内
に
申

請
書
を
職
安
へ
提
出
の
こ
と
。

。

二

O
番
は
緊
急
通
報
用
内
電
話
で

す
。
急
が
な
い
要
件
や
相
談
ご
と
の

屯
語
は
、
近
く
内
野
祭
器
か
駐
在
所
、

派
出
所
に
述
絡
し
ま
し
ょ
、
ヲ
。

'‘ 
頑 ， "暑のかけ方

。IOI'!硬貨を惜って‘明 I
術馴 . ，. ~ 

1.0.をFイヤルする.

公聴司'" (l OII I Iiil'~町 IHU品 f量函

"害nる}
成頗 。畳祉制に，'，し 111て健全

赤割E 脂 t量f'I'Lてもらうたf量1・
去最電話 トUYイヤル寸..

'10円帽肯は不国}

大胆 D檀.，量作せず10円硬貨

ピンク電魁 ピン7電話 . 健司てかけた場骨は

構崎されるが片週断と

{加入電断) 小. 生'，"けた方向声が腎

ピン タ電話 臨niニ聞止官、、.

( 3 ) 



千万円の町の決算53年度41億6昭和54年度一般会計の予算執行状況

〈歳 入) {歳 町
は
、
第
三
回
定
例
町
機
会

で
昭
和
五
十
三
年
度
的
一
般
会

計
と
=
一
特
別
会
計
の
決
羽
認
定

を
求
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
十

一
月
十
九
日
の
決
算
特
別
委一民

会
で
決
幻
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
と
本
年
度
内
予

算
執
行
状
況
を
「
合
せ
グ
ラ
フ
」

と
「
表
」
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

投資的経費に11億4千万円 d間"‘
土木費16%、民生費11% 、...，.亙@ 町州都千万円)1;9.2% 

地方交付税で37. 9~ 占 め る

出〉

額 「刀両市日五瓦百円

n i7τElU15市ア1

" 427.662rfIl 2(6，250千阿〕

会

務

総

" 
" 

額

千処

1列25S-fl'l114.5&門川)" 5 民

(単位万円)

6，630 

4，228 

3.670 

3，142 

1，202 

1，072 

507 

11.232 

7，647 

町民 1人当りの決算は

86，333千円

1.073 r川

34 ，076守内)

362 HII) 

" 
f符

せ

問

m 

労

1，987 

746 

641 

1，397 

308，988円

28.487円

51，727同

38，774円

50，963fIJ 

49.161円

9，7761司

53年度のおもな事業

今金幼維園建設

時鈴望書Jli蔵庫建設

第 2幹料相7)(整備

工事補償金

チブタウンナイ林道

開設 .lJo;.業

稲作団地育成対策卒業

神丘6組組道路改良

12問中車道路改良

中央備新設(下部工)

橋台 2 基

統合中学校建設地整地 2.482 

日美公n:n造成工事 2，395 

百円下情(下部工)架換 2，205 

へきJ也教n住毛建設 2，155 

官の F楠(上部工)架換 2，150 
白石線ìJ"t'~f笹山J止 し514
1(:.盟柑道路改良 1 ，483 

神丘!o号 ・春日井組防司柵 1，464

緊急粗飼料開産総合対策

事業 liliWJ 
民業経常近代化卒業

中うた椛新設(上部工)

工場製作

西郷橋架換

坪団組道路改良

第 2幹線川排水鉄道椴断

負担金

転作促進特別対策事業

公共土木施設災害復旧

民林施設災害復旧

4，425 

2.746 

般会 5計十

回I干見 F負 !Y

土木 1費司

民生 T賀E 

教宵 1賀Y 

股判

f術栢 生 1賀E 

(単位千円)

会計別 区分 決 )1: 額 時相同措置

立入 2，884，092 翌年度へ韓組 18，156 

一般会計 五ι 11¥ 2，845，936 

ヲ員 削 38，156 基金繰入 20，000 

国間事業 歳入 5国，164 翌年度へ繰越 1，246 

歳出 5国，618

キ年 勘 定 岐を凶 2，546 基金繰入れ 1，300 

別 国慌施設 収入 743，658 翌年度末処分手11益剰余

支出 618，245 

全 勘 定 時 !ft 125，413 金として繰越 125，413

剖 簡易水道 証人 32，180 3翌年度へ繰越 683 

成出 30，797 

lJi.業会計 描寝耳 1，383 基金繰入札 700 

歳入 4，166，094 盟年Iil'へ繰越 145，498

ム巴1 IT-j 歳出 3，998，596 

残額 167，498 基金雌人れ 22，000 

「τ万五而日友石可了寸 総
2瓜1.1州!l(m，6!if-ドl1 I町

LJ竺2L」竺r-fZ!)」 泡万跳与悦
L 'ZI竺型ーと竺-r-I!llH動γ1句
| 1川田千[!J(削l醐刊n |地方交付税

| 四千附 醐 r-llll|5ヤJJ1
1 19，3肘 I'H 削子町 |州全及川帥

「寸高石円高市汁附l削 ぴ拍手?

| 6叫創1HlI( 同市川." |岡市広山金

| 276，la ff1]( 山肝1'1)|滋支問

1 15明千円 II岬附 |財在阪

fl1( 312'ff1J) ~裕

一;;0快

昭和53年度会計別決算額

出〉長抵

理 費
488，398干同

(17.2%) 

入〉

地方到寸税

1，092，959千円

(379%) 

569，979午同
(19日%)

〈歳

国庫支出金

419.322千円

15.464千円

592，122千円

95.418千円

以3.4ω千川

約 15<千円

1!1.l.746T川

l剛千円

4月かルコ始まった昭和54年度も約半"1が過ぎました。

町民のみなさんに 、町内台所カ、どのようにな っているかを知

っていただくため、今年度の 般会計 二予算執行状況をお知らせ

します。

"枚行Il:n;-t

50.2間干阿)

10.6裕子'"
悦，3(fJf-flf} 

.... ，.千円}

219.7日刊."

45，395{-阿)

".294千円)

o rド"

としの町の財政(主制:)

" 

災 .1:'i!.r:川 町

民休水 E長案"

n 

" 

" 

• 

1 

本

~Jj 

11 

" 
(信F 

11句"収入 支出前倒

高

教

土

消

公

金

金

'l:: 

人

" 

人

m 

也

ね

18.156可t'jJ

、ヲ・

、ー

54，456千戸"

42沿京初予'"

)舛キ"子n現制

31Hfl1C 

18.l5o千円(

212，WHド"

420 叡泊予~(

一般会計歳出決算性質別比較図

その他1.19%
32，444千円

昭和53年度

ヘ「
3 町税の収納状況

(1件位千円)

昭和54年度

76，703千円

可.

高

13，463，635m' 

52.415m' 

54.， 986m' 

710千円

4，254千円

29台

217，998千円

3 ， 3lfJt在)

在

町有財産の内訳

(54 

現分

土 地

建物

立木

有価証券

出資による権利

車 輪

基金

圃圃圃

区

3， 31王丸不正)(54 地方債の現在高税の区分 制定額 収入i高級 収入率

mr 民 税 129.490 81，945 63.3% 

聞定資産税 78，397 52，948 67.5 

固有資産等所在市
8，258 8.258 100.0 

町村交付金納付金

軽自動車税 3.104 3.020 97.3 

たばこ消費税 16，793 13，757 81.9 

屯 気 4見 4，713 4，713 100.0 

木村引取税 29 29 100口

特別土地保有税 7，775 7，775 I GC.& 

百十 69.4% 

(5 J 
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防民ひろば口口地域的でーきごr屯話題:百T政入め意見、要望 生市活の知恵などをお3寄せください口口町民 Uろぽt

消防一筋の多国さんに

晴れの知事表彰/

阿部勝雄さんの長男(大和町)

英樹ちゃん JrJIHM
みんなポクのニとホデソキ作と

呼ぶよー

好きなものはお肉いっぱいの

ハンパーグと，マン。

j;制的、保育所から帰ってくるの

が楽しみ.でLすぐオモチャの
取。}っこでケンカ グ

三
十
二
年

間
に
わ
た
リ

消
防
同
氏
と

し
て
住
民
的

生
命
財
産
を

守
り
続
け
て

き
た
歩
間

山

太
郎
さ
ん
(

南
町
的
歳
)

J
vム
回
さ
ん
ら

三
人
に
表
彰

〔
法
務
大
臣
表
彰
〕

マ
上
田
邦
字
さ
ん

〔栄
町

灯

成

〕
日

生年《みんななかよ

介童l目.n;， ，'" f: 
ザー入新

に
十
月
二
十
五
日

道
知
事
か
ら
功
労

章
が
贈
り
れ
ま
し

た
。
多
国
さ
ん
は

昭
和
二
十
二
年
に

入
団
、
精
米
業
の

か
た
わ
ら
消
防
活

動
に
つ
と
め
、
昭
和
三
十
二
年
今
金
町

消
防
団
分
団
長
、
昭
和
五
十
年
八
月
今

金
町
消
防
団
団
長
と
し
て
部
下
回
只
の

統
卒
、
指
揮
に
あ
た
り
消
防
団
貝
の
訓

練
や
‘
教
義
を
高
め
る
た
め
、
特
別
訓

練
等
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
あ
げ
て

お
り
、
コ
ソ
コ
ツ
と
消
防

一
筋
に
歩
み

続
け
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

昭
和
三
十
三
年
今
金
町
役
場
に
奉
職

以
来
二
十
年
間
戸
締
業
務
に
従
事
し

そ
の
成
果
特
に
優
秀
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、

十
月
十
七
日
東
京
都
千

代
田
区
立
立
子
学
園
講
堂
で
法
務
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

直c~ 'E)
かんおめーハムソーセ、一三J

しようゆ ・インスタント ・ラ メ

シ一一広ど、多湿多繊の加工食届

刀、わ定したちの食生活を聾ガlこ
してくれます。

しかレ、一方で外観からは畠賃

や内容がわかりにくいものも、か

なりあります。そんなときお買い

物の目安にしていe"R..きたいのガ
r J A SマークJです。

!農林水lU霊満開通昂の晴雄鉦

r J A SJと1<Io，r日本調称規褐」
英駅の頭文字をとつだ略柑lで、
ひとロにいえば、鰻林水産物と、

その加工邑の、、届質保8iI"のしる
しです。ですから、このマークガ

ついていれぼ、一定水準以上の施

般をもっ昂質管理の行き届い定工

場でつくられ、国および閣の認め

定機査機関問う「自民と畠質

についての「表示Jの償責!こ合格

しだことをあらわLていま習から
安的してお買い求めに芯れます。

J A Sマークと昂質表示は、商
畠の信頼度を示雪バロメーターで

章。
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〔
北
海
道
産
業
貢
献
賞
〕

/
 マ
佐
々
木
茂
さ
ん
〔
昭
和
町

・
日
歳
)

昭
和
二
十
九
年
今
金
師
役
場
に
奉
職

以
来
二
十
五
年
間
林
務
行
政
に
従
単

し
林
野
火
災
思
恕
の
普
及
拡
大
に
尽

力
、
そ
の
功
紛
が
認
め
ら
れ
、
北
海

道
知
事
か

句
表
彰
を
長
け
ま
し
た
。

現
在
も
林
務
係
に
あ
っ
て
活
躍
し
て

お
リ
ま
す
。

仙
川
凶
な
お
子

中
熊草f!
111 

糸E

也

消費生活だより/

監
査
委
員
協
議
会
賞
〕

マ
苦
悶
英
俊
さ
ん
〔
大
和
町

何
歳
〕

昭
和
二
十
八
年
役
場
に
奏
職
以
来
多

年
に
わ
た
り
町
村
町
民
査
業
務
に
村

励
さ
れ
地
方
自
治
的
進
展
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
た
功
結
が
認
め
ら
れ
十
月

寸
七
日
北
海
心
町
村
笥
監
持
委
H
H
会

長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

下
原種
口川

智
市
中

〔
道
市
町
村
等

固
感
謝
し
ま
す
固

司
王
折
客
}
用
問
や

イ

E
F
-
-
J
す
ぐ
連
絡
を

も
れ
て
い
た
ら

来
年
間
月
、

小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
さ
ん
を
十

一
月
二
日
現
在
で
調
査

し
ま
し
た
。

こ
の
名
簿
は
、
部
稀
別
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
住
所
が
変
っ

た
人
や
名
簿
に

も
れ
て
い
る
人
は
、
す
ぐ
教
育
委
員
会

(泣
開
閉
ぢ
一
二

・
内
総
十
三
帯
)

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
来
年
入
牢
さ
れ
る
干
ど
も
さ

ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
九
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

美
利
河
川

刈

志

保

:lL 

山

|場

干

花

石川

木

久

美

中

里佐
々
木
夏
干

情
刑
判
正
樹

住

吉抗諸
国
和
可
子

上
13;種
111 
iI事

日
一日

干

諜

洋

明

極
川
駅
前

佐尾高
b 意思
木!陪

秀
樹描

F
2
1
 

「
!
劃
例
茄
叩

小

岩

淳

子

八
東
宝
悶

阪

拘

世

威

八
束
中
央

湾

口

忠

大

八
束
史
生

境

田

由

紀

金
原
宮
前

工

藤

祐

子

金
桂 IF
I11 9.と

|制

口

哲

也

阪

4キ

鎌

凹

悲

美

千

葉

哲

也

八
束
初
凶

竹

内

章

郎

竹
谷
み
ど
リ

金
原
昭
和

υド

ふ
寸
a

主

+
T

正t

上
金
原
渡
瀬
美
穂
子

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
予
託
・
払
い
出
し

マ
大
作
山
骨
太
郎
さ
ん

(昭
和
問
d

か
ら

各
三
千
円
光
の
里
学
園
と
小
百
合
保

有
凶
へ
。

マ
永
井
口

一
さ
ん

(本
町
)
亡
き
父
町

香
典
返
し
と
し
て
各
十
万
円
を
盟
寿

園
、
光
町
星
学
国
社
A
Z悩
祉
協
議

会
生
活
皆
川
資
金
へ

l
そ
れ
ぞ
れ
帯

付
さ
れ
ま
し
た
。

金

町

社
会
福
祉
協
議
会
が

法

人

化

さ

れ

る

A、
寸本

年
同
月
か
句
町
社
A
Fれ
祉
協
議
会

で
は
、
社
会
日
間
祉
事
業
的
能
率
的
運
営

組
織
的
活
動
的
増
進
を
さ
ら
に
図
う
ヲ

と
厚
生
省
に
働
き
か
け
て
お
り
ま
し
た

が
、
八
月
三
十

一
日
付
を
も
っ
て
認
可

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
初
判
明
法
人
的
目
的

・
事
業
等
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
今

日

υ

上
鈴
金
迫

勝

他

治

春
日
判
内
ヶ
品
敬
子

L桂

下
位
四
消

ホ

富

子

神
丘
西
部

楠

原

虫

正

酎
口
我
井
陽
充

神
丘
中
台

上

村

早

苗

神
一
廿
日
口

中

野

勝

広

鈴
岡
第

一

泊

家

正

吉

光

台今

野

英

樹

中
塚
真
由
美

召、

御

影白
羽
け
い
こ

佐
々
木
惚
美
子

中

野

弘

美

南
型
受
苅
屋

み
ゆ
き

鈴

金回
世

誠

水

野

千

株

中
政
問
川

上

祐

神
丘
共
和

河

回

直

樹

似

井

手

子

川

崎

佳

子

鈴
同
第
一

湯

元

則

仁

山

本

知

也

今

野

其

志

木

村

幸

江

稿

本

忍

団

代宮

崎

恵

美

後

一
層
の
ご
利
用
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【

目

的

}

こ
の
社
会
招
祉
は
、
今
金
に
お
け
る

社
会
福
祉
事
業
の
能
率
運
営
と
、
組
織

的
活
動
を
促
進
し
、
地
域
社
会
福
祉
円

増
進
を
函
る
こ
と
を
自
的
と
し
て
、
次

の
事
業
を
行、
7
0

村

社
会
制
祉
を
目
的
と
す
る
事
業

に
関
す
る
別
査
及
び
研
究
。

口

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業

に
関
す
る
総
合
的
企
画

同

社
会
稲
祉
を
目
的
と
す
る
事
業

に
関
す
る
連
絡
調
整
及
び
助
成

川

社
A
4

定
悩
却
を
目
的
と
す
る
事
業

に
関
す
る
普
及

ω
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力

内
心
配
ご
と
相
談
所
内
設
訟
運
宮

川
愛
情
銀
行
の
般
世
迎
HVM

ω
家
庭
奉
仕
貝
派
地
事
業
の
受
託

川

そ

の
他
目
的
達
成
の
た
め
必
要

事
政

上
村田

本代

裕

美
子

ト
マ
ン
ケ

y

佐

藤

絵

美

水

井

武

志

町

河

睦

子

神
丘
新
興

日
下
路
得
子

寒

具伊

藤

玉

青

菊

池

純

子

中

様

明

弘

剛

崎

町佐
々
木
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一
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生

東
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子

内

城

由

香

八
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取

祥

子

阿

哲

也

竹
内
亙
希
子

菱

田

博

明

平

原

路

子
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回
ち
は
る

立
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由

美
子

本

回
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律
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内
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磨
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口
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大
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町
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広

美
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木

愛

佐

藤

政
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吉
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高

山

俊

柿

牧

位

年

児
玉
亜
希
イ

閃

口

秀

樹

宅小

谷村、

1111一
夫

山
川
畑
タ
住
出

口

町

主

f

菊

谷

幸

附

古

田

剛
H

t

Jjii船 HI位

iI¥ j I!.知l古

刊朱旦

j主火山

IW ';';' ~It 小

原肝ご I11
1111友主
美紀さ Jι

古

川

史

的

p会止め

糸k
久
m IIJT 
イ、

|日

品止

中

野

光

線

薄

幕

時

の
扶

交
通
事
噂
防
止

ー
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
そ
う

夕
暮
れ
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
i

今
の
時
則
は
、
タ
芥
札
が

一
段
と
早

く
な
り
、
例
年
初
訴
時
の
交
必
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
中
を
巡
転
す
る
万
は

L
ち
ろ
ん
の
こ

と‘

一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
公
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

門主九
J

主
辿
皮
で
辺
転
し
ま
し
ょ
う
。

決
め
句
し
札
f
7
4
戊
の
純
凶
内
で
あ
っ

て
も
、
近
同
町
や
交
辿
の
状
況

・
天
候
や

視
界
主
ど
を
よ
く
弔
え
て
ス
ピ
ー
ド
を

市
と
し
て
安
全
な
速
度
で
逆
転
し
ま

『
し
予
ie

勺
J

。

。
無
理
な
追
越
し
と
中
央
総
を
は
み
出

し
て
の
巡
転
は
、
正
而
衝
突
の
最
も

大
き
な
肌
凶
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
、
つ
。

。
佐
川
は
似
巾
に
逆
転
し
ま
し
ょ
-
っ
。

夜
間
は
刊
世
界
が
恐
く
主
る
た
め
‘
渉

打
お
や
山
ハ
転
ぃ
中
主
ど
の
先
日
比
が
巡
れ
危

険
で
す
。
H
H
川
よ
り
泌
院
を
訴
と
し
て

似
市
に
巡
転
し
ま
し
ょ
っ
。

。

y
l
lベ
ル
は
あ
主
た
の
命
吟
九
r

り
ま
す
。

ン
卜
ベ
ル
ト
は
八
え
泊
再
放
に
あ
っ

た
場
合
的
被
害
を
大
川
に
軒
減
し
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
必
ず
、
ン
ト
ベ
ル
ト

を
治
川
し
ま
し
ょ
っ
。

。
夜
光
反
射
材
か
」
治
則
し
ま
し
ょ
う
。

‘あ る同σ〉あなた. 巧叫合さしあげます.
. 聴輔副 綱姐期掌生白事量

'ú.i.t峨"同信叩II~以係i.JtJJチミ <!.y-， では、肩脱当':;;WII

騨 p去に}，¥jづ.， 1昭和55'ド4月にI別位す
る聞〈骨幽省所廿 府川促過'1も描回世
ill) が行うも円で班北唯一 向ユニーク

な 2年制田エ糾県閉山大学で、去によ

り;J，，~ι ています.
b則l醐科目 当三暗闘附金属陪成世封、
岨揖‘剛健技術科

T都線泊三H 土肥各科20名肝100名
T応都資柿 申悼融行法による高佐平

草者
昭和55年 2H 1日出-2
月四日附まで必晴

IIs.fU5S.tド 3H 14日"'"
本位、札制執園、盛岡‘

仙 fj.ms山
宮学し、、こと 1;1 rlls平日55勾リ's:竺F坐包;J);却S
磁問rlJ に配制
C>H地叫製/j;(111l輔副町q:萩削土冊26

TEL  02282O24  3 2 
〈ι向包尾崎鍋信仰i続艇却[JUJ:;た吋叫割問徒会主帆似"誕〉
. 冬 週四宜通 量傘置転圃習会

冬沼町世企常行について 今金曹相

官間出所では12月 10臼(}J)午憧 6時効句
町民センタ ー 2附合間出で岬判会合行

い.す.
ドライパーの-nは多世世師〈ださい.
.鋼電26匡司 「才，b'司，0>司官官十箔啄J や本，.."‘
悶本制押田制文明では「あむたが家

肝揮を過じて体惜し.暗じ句れたニと J
を.というテーマで，人町叫制により、

体融制円司飾品を行います.
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奔政木防

長明 I則 f

小

岩

比

1
1
E
己
F

S
F
『
リ
キ

閥

的

樹

液

辺

品

H
H
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製

造

業

の

み

な

さ

ん

〔日〕

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

製
造
業
を
官
む
み
な
さ
ん
、
今
年

も
恒
例
的
1

工
業
統
計
制
査
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

十
二
月
三
↓

一
日
税
在
で
の
制
設

の
た
め
、
年
末
年
始
の
お
忙
し
い
中

を
刷
制
作
以
が
お
何
い
し
ま
す
が
、
ご

協
山
川
下
さ
る
よ
う
お
刷
い
い
た
し
ま

す
。こ

の
訓
先
に
よ
っ
て
、
わ
が
川
町

製
造
業
向
実
態
や
製
泣
荊
動
向
現
状

が
明
ら
か
に
な
る
ほ
か
、
訓
荘
内
デ

タ
は
製
造
業
の
み
な
さ
ん
が
各
種

製
品
の
生
産

・
販
売
プ
ラ
ン
を
お
立

て
に
な
る
場
合
的
参
考
に
な
る
の
を

は
じ
め
、
た
と
、
え
は
、
都
市
開
発
や

下
水
道
計
画
的
資
料
と
な
る
主
と
、

わ
た
し
た
ち
国
民
生
活
的
向
上
に
広

く
活
用
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

訓
k
H
M
は
、
統
川
以
外
向
日
的
に
他

わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

の
で
.
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
お

お
き
下
さ
い
。

制
在
は
、
次
の
三
柿
矧
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

〔
甲
翻
査
〕
従
業

μ三
十
人
以
上

の
作
業
所
の
同
州
統
(
げ
明
日
)

{
乙
飼
査
〕

従
業
以
ニ
イ
九
人
以

下
町
事
業
所
同
調
官
官

(u
m
H
)

丙
鯛
査
〕

製
法
業
何
本
防
本

社
を
湖
上
叫
す
る
も
の
で
①
二
つ
以
上

町
製
造
工
場
を
経
常
す
る
企
業
の
本

間
本
社
②
製
造
工
場
と
別
的
場
所

に
あ
る
企
業
の
本
民

・
本
社
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
す
(
ロ
項
目
)

む
お
、
王
な
拙
削
k
I
捌
目
は
、
事
業

所
名
、
従
業
者
数
、
原
材
料
お
よ
び

燃
料
佐
川
紙
、
製
造
品
山
桁
村
山
右

形
川
定
資
階
段
資
総
制
主
ど
で
す
。

敬
語

日召制1541:1=-12月 21日伝ω
午前 9 時30骨-'1 悼 2 岬30~
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e子ホテ，レ)買r:nfi23-0 1 2 8 
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"を...争4~ まて:- .:I:.AM日(IE
植 まで)
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'1寸愛 4 JI ，~ 
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TEL  011-251-3731 
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セ J タ

・年賀状 の 睡 し出し準備唱を

4十勾=ι与三列唱えそ叩"尉iするM制"となり
ました.今年お世間にな った-}Jや、友

人、安口人などへ北~~fl'"王町唱え~ 11¥しまし
ょう.

勾三埠ミもおし江1ると+亡し〈なリますか
り早的に均質，、ガキをお目、、"苦肉、、た

f.:~12月 15日間づ円日則的自には担し山

々きるよう a時肉体認して〈ださい.
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中 i，jごろまで〉乎舵舎を閉 まさ，ιるよ
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2日北楠山町平底院 官 ④ 50 1 1 
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靴
ム
軍
掛
}
別
刷
版
刷
年

2

イ

目

J

に

を

く

」

つ

枕

位

て

わ

ら

保
L
{

削

、

る

に

サ

自

家

、

叫

年

ト

主

削

5

8

川
い
師
も
勺
を
同
特
勺

刊
川
治

的
川
崎

い

力

よ

由

田

刷

所

す

附

即

日

目

い

号

山

川

3

号
一
週
五
凶
を
よ
Mm

時
的
行
却
布
月
〉
開
会

時
協
に
臼

O

仙

均

年

揖

-

凶

伸

国

(

?

同

河

川

一
川
別
的
開
法
た
合
出
会
神
1

る
け

a
-

動

的

ず

ど

印

刷

〈

、

刑

回

収

に

砕

骨

川

0

併
闘
は

ぜ
人
将
人
世
間
川
方
向
帯
同
時

(
唯
よ
出
い

た
拙

-
a

k

月
名
で
川
刑
事

l

h

w

成
田
庁
白
川
田
悶
川
ら
r
叫
な
酬
を
人
・
地
畳
間
同
週
五
川
出
に
は
き

め
家
ル
リ
ゴ
山
・
代
刑
判
〉
月

蜘
転
〉
Jι

・
町
問
2

回
〉
町
5

田
知
で
円
カ
剛
也
む
開
館
押
川
・
畑
地
坤
剛
山

wmカ
ロ

じ
ゃ
グ
よ
日
か
川
町
軍
的
ど
・
日
附
帯
所

町
す
川
A
H

舟
}
桝
川
月
〉
お
ま
柵
山
r
地
カ

曲
闘
は

師
会
哨
現
冬
叫
下

町〈

は
去
、
曲

・

叫
は
品
川
桝

一と

生
と
仰
や
ー
が
定
骨
ま
新
方
ほ
祖
骨
折
目
羽
田
悶
人
て
・
目
見
合
み

日
所
川

田
制
る
月
も
盟
醐

け
工
噂
拙
い
叫
め
を
帯
同
桝
町
ミ
白

川
帯
官
庁
L
市
地
平
引
航
市
平
引
間
叩
r
え
An

人
と
主
餐
拙
利

蝿
千
寸
ヶ
直
利
相

つる
位
向
怠
同
文
世
応
、
帯
状
町
川
倉
崎
問
た
舶
卸
同
(
相
曲
臼
{
圏
内
、
巧
は
捕
に
ミ
ち
岨
制
こ

樟

・判
6
年
ご
こ

を
け
の
剛
だ
刊
本
置
は
附
応
単
純
川

副

序

刷

骨

い

商

商

品

田

植

か

は

を

円
r

ン
る
日
捕
と
で

出
削
に
し
本
骨
之

揮
っ
そ
加
〈
同

・一

に
年
{
拙
配
則
自
由
山市宮北
方

転

時

骨

働

時

号

人
周
年
描
J
u
a
n

あ
間
附
こ
町

件
前
貼
い
を
批
う

附
て
と
揮
て
制
刊
内
出
刷
、
血
、
を
仙
世
田
先
制
聴
企
地
特
先
日
得
骨
先
日
番
目
4

本
立
う
泣
}
で
迎
人
配
す

道
東
各
企
告
で
町

宮
し
ダ
肝
い
抑

uekm
業
一
業
世
帯
月
り
刺
画
館
断
り
転
転
陪
舶
転
転
間
引
月

・由

ろ
J

ロ
違
町
村
レ
ま
畢
年
同
月
々
的
し

開

通

臼

回
国
酎
お
梓
持
世
画
時
特
世
薗
冊
目
す
手
〈
う
ス
る
こ
町
柵
り

冬
例
知
ヶ
避
す
岨

。

。

.
《

と

k
v
p
b
〈
b
b
k
v
・

で
相
っ
そ
を
〈
び
人
お

.

愛
3

団
ま
お

正
し
い

「一一

「
他
人
行
儀
」
と
い
う
古
楽
が
あ

り
ま
す
が
‘
敬
語
は
、
あ
る
意
味
で

一
自
分
と
相
手
と
の
附
に
へ
だ
て

・
距

一
離
を
世
〈
表
現
で
も
あ

中
り
ま
す
。

一

そ
の
占
、
お
互
い
に

一
く
つ
ろ
さ

心
を
許
し

一
合
う
家
庭
で
は
、
敬
時

一
に
あ
ま
り
と
匂
わ
れ
な

白

い
内
由
主
会
計
川
が
は
と

ん
ど
で
し
ょ
う
。
と
い

っ
て
も
‘
世
代
や
家
桜

山桝成、

そ
れ
に
家
風
主

ど
の
逃
い
か
句
、

一
既

に
は
い
え
ま
せ
ん
。

家
庭
で
の
言
葉
遣
い

|

|古
宮
は
、
親
し
さ
の

園調理事面‘盟諸冨濁畑-

ωITo，ん

③ 

中
に
も
節
度
が

あ

っ

て

他

人

に

じ

か
札
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な

話
し
方
が
、
望
ま
し
い
と
い
え
る
て

t
レル
A

ア勺，
。

ま
た
、
子
供
に
と
っ
て
は
、
家
庭

で
の
言
葉
泣
い
、
と
く
に
母
親
か
ら

受
け
る
言
葉
町
し
つ
け
が
大
き
な
定

昧
を
も
っ
て
い
ま
す
。

「
は
い
」

「行
っ
て
ま
い
リ
ま

す
(
行
っ
て
き
ま
す
ご

「
た
だ
い
ま
」

「
お
や
す
み
ア
呈
C

い」

主
と
日
常
の
あ
い

さ
つ
が
で
き
、
同
時
に

他
人
に
対
し
て
ハ
キ
ハ

キ
と
し
た
応
対
が
で
き

る
よ
う
に
主
る
の

L

幼
児
期
か
句
町
生
活
習

慣
が
大
き
く

L
の
を
い

い
ま
す
。
子
供
は
家
庭

で
の
A
F話
を
耳
に
し
な

が
句
、
無
意
識
の
ヲ
ち

に
仰
自
分
の
一一
宮
築
物
を
身
に
つ
け
て

い
き
ま
す
か
句
、
判
明
の
罰
任
は
大
き

い
と
い
え
ま
す
。

子
供
L
中
学

・
高
校
生
ぐ
ら
い
に

な
っ
た
ら
‘
向
分
町
家
族
に
つ
い
て

「
お
父
さ
ん
が
」
で
は
な
く

「
父
が
」
と
い
う
よ
う
に
教

え
る
ニ
と
、
こ
れ
も
大
切
な
こ
と
で

す。 親しさの中にも節度を



d 

子

供

ヲ'と1-

こ
れ
か
ら
冬
に

向
か
っ
て
、
か
ぜ

ひ
き
が
増
え
て
き

ま
す
。
か
ぜ
に
顕

摘
は
っ
き
も
の

品川が
痛
い
と
き
は

ま
ず
検
川
M

H

Z

を
は
か
リ
ま
し
ょ

。
ワ

マ
f
供
が
「
釧

が
柿
い
」
と
い
う

と
き
は
た
い
て

斜
が
あ
り
ま
ま
す
。

的
か
に
寝
か
せ
て
、

体
引
を
は
か
り
ま

し
ょ
う
。
蝋
痛
薬

な
ど
を
や
た
ら
に

飲
ま
せ
な
い
こ
と

で
す
。

マ
験
出
と
同
時
に
、
他
的
症
状

を削
脱
税
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
供
町
駅
摘
で
け取
i
u
多
い
の
は
、

へ
ん
と
う
せ
ん
炎
と
か
、

一
般
に

か
ぜ
と
い
わ
れ
る
ウ
ィ
ル
ス
酬はの

印
刷
欠
で
す
。
し
か
し
、
は
し
か
や

し
よ
う
、
」
う
川
県
五
ど
の
-}
と
も
あ

り
ま
す
の
で
全
身
を
く
ま
主
〈

鋭
然
し
て
下
さ
い
@

の

頭

痛

つ

一一------------------ ~

/ 

・赤十字家庭看護法講習会開催 1 
r，川〈 位付な制に似てJ

と日本亦ト字社北ilJj.j直立制附IのJc
1mに よ り11月6日町民セン ターで家 ! 
位~- ，理法講習会が聞かれ 家胞に禍 i 

‘ 与が出 ないよ う、 日常す ぐに役立つ ! 
? い ろいろの術生知識専について勉強し まLた
j 安l溝品iは山村部婦人的皆 さんで日頃何カと多忙 な"々。 !
i 内容は他1jJ!生前と柄人的行議 、主人家庭石"a等 、清印1Iの i 
i 賠に熱 しに〆モをとって2云りま した。 I

(10) 

=広級=

トヒqyクス

F一一一一ーーー--------ーーー『

.今金小に しP53柱。:ど附句れる
r '1、7生町皆さん、 Hいれ棋を
たくさん聴いてくださ "J と11JJ 
168財団法人民主行事協会か ι3
'<J 5001111に投.;:]止洲町名1111を収持
した LPレコ ー ド531'!(17lライワラ
リ とキャビネ ッ トーパが附 ιバL
ました。

1(1山竹内町小マ院でji!;ばれたの
は今金小が初めてで ノト IIlJj~ ( .;fiL
たのは「官南町佐川iヒJをnざした
研究指碍が行われ!北地を制的た7、

1 4h1 本Lr~ ' 8 本ワイ II，..~: 1:;、附JJ(の
. 汗f世忠朱jに付するl附則，し、町l尚:叩5きカが<，:'1干判削z汁哨1，附l耐耐さ
札tまLた 貯附'，'I!..r式吃で{は4松件1枕主iμ毛円
i ;q訓;拍希計予に杭き、 児t世'i(企代Jん〈的r代ι山克
f 制さんカ J幻3礼的，r鼎をJ述主べ '1:.{，従A E 
1 仁よる「庇城町JJ J ~:与ど的 目加』司裂J ノ合~吋4必、! をフレセシトし壬む刊Jむ川3
，- ----一一伺-一--頃---一---~-~

主住民の動態l
前月に比
比べて

人 仁19.220 (ー10)
ljJ 4.510 (土 0)
!J: 4.710 (ー10)
世叩 2.654(-2) 

(I ~Jnl~[; 日現イl)IUO，H'台帳人口
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